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成長する喜びが実感できる道徳教育を目指して

－児童生徒自らが課題に取り組み自己肯定感がもてる「道徳の時間」を探る－

道徳研究会議

１ ２ ３ ４野村 智 辰口 直美 市川 範一 西脇 一祐

要 約

子どもが自らの人生をよりよく生きていくためには､自分のよさに気付き､自己肯定感を高め

ていく中で自己実現を図ることができるようになることである｡しかし､今の子どもたちの姿に

目を向けてみると､気になる姿や道徳性の低下が話題となることが多い。

本研究会議では､｢子どもは自らの成長を実感できたとき､充実感を感じ､さらによりよく生き

ようとする｣と考え､子ども自身が｢生きる力｣を獲得するための｢道徳の時間｣の在り方について

研究を進めることにした。

学ぶ主体である児童生徒が自己を見つめ､自分について直接考える中で､成長する喜びを感じ､

自らをかけがえのない存在としてとらえ､自己肯定感を高めていくためには､適した価値項目の

選定や自己評価及び『心のノート』を活用していくことなどが有効ではないかと考え､ 授業実

践を行った。

その結果､未来を切り拓く力を身に付けるための｢道徳の時間｣の方向性が見えてきた。

キーワード：成長する喜び 「道徳の時間 、自己肯定感、自己評価 『心のノート』、 」 、
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Ⅰ 主題設定の理由

１ 子どもの実態から

子どもたちの豊かな人間性や心をはぐくむために、学校は、いったい何をどのように工夫し努力を

していけばよいのだろうか。それを明らかにしていくためには、まず、今の子ども像をしっかり把握

する必要がある。

政令指定都市に暮らす、 人の子どもの調査を通して、いま望まれる教育の在り方を考えた、14,400

『教育改革の中の子どもたち （ ） は 「 今回の調査によれば、子どもの多くは幸いにも、自』 、2003 １）

分のまわりには信頼できるやさしい人たちが多いととらえているが、自己肯定感の弱い子どもでは､

自分自身も含めて人というものを、消極的であるとか自己中心的であるというように否定的に見る傾

向があることが分かった。このようなマイナスイメージの人間観をもつ子どもにこそ、他者の大切さ

に気付くとともに、自分にもできるという思いを実感できるような活動支援が必要である 」と述べ。

ている。

教育改革においても、自己を肯定的にとらえることが求められている。

子どもは自らの成長を実感できたとき、充実感を感じ、さらによりよく生きようとする。子ども自

身が生きる力を獲得するための営みを道徳教育に求めることで、子どもが自らの成長の喜びを感じ、

自己肯定感をもち、その上で未来を切り拓く力を身に付けていけるとしたら、どのような「道徳の時

間」を考えていけばいいのだろうか、そんな願いをもとに研究を始めた。

２ 道徳教育のねらいから

道徳教育は、本来、子ども自身や社会の未来を拓き、よりよいものにしていくためのものである。

過去を振り返ることも、現状を見つめることも、すべてよりよい未来を拓くことにつながらなければ

ならない。しかし、先行き不透明な時代といわれる現代にあって、希望に満ちた未来を展望し、それ

らを前向きに拓いていくことは、そう容易なことではない。そのような時代だからこそ、子どもたち

、 。が自ら未来を拓き 意欲的に生きるための力をはぐくむことは重要な教育課題の一つであると考える

新教育課程が実施されたことで、学校教育における道徳教育や「道徳の時間」の位置づけ、目標が

大きく変わったわけではない。むしろ、これまで行ってきた道徳教育をより望ましい形で発展させ、

より目標を達成するために、学校教育全体で行う道徳教育や 「かなめ」としての「道徳の時間」を、

見直し、改善していくことが求められているのである。

『小学校学習指導要領解説 道徳編 （ ） では「道徳の時間」の指導の基本方針として、以』 1999 ２）

下の６点を挙げている。

指導の基本方針

（１）道徳の時間の特質を理解する

（２）信頼関係や温かい人間関係を確立する

（３）児童が自己への問い掛けを深め､未来に夢や希望をもてるようにする

（４）児童の発達や個に応じた指導を工夫する

（５）道徳の時間が道徳的価値の自覚を深めるかなめとなるよう工夫する

（６）児童と共に考え､悩み､感動を共有し､学び合うという姿勢をもつ

） 指定都市教育研究所連盟 『教育改革の中の子どもたち』 東洋館出版社 年 ８７１ 2003 p.

文部省 『小学校学習指導要領解説 道徳編』 大蔵省印刷局 年 ｐｐ６８－６９２） 1999 .
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「 」 、 、 。道徳の時間 は 学ぶ主体である児童生徒が自己を見つめ 自分について直接考える時間である

その中で、自らををかけがえのない存在としてとらえ、補充・深化・統合により、自己肯定感を高め

主体的に道徳的実践力を身に付けていくための時間でもある。

３ 川崎市総合教育センターの総括主題から

学校教育において､子どもたちの実態や地域性をとらえ､それを生かした教育活動を展開していくこ

とは大きな課題である｡道徳教育を進めるにあたっては､学びを通して自他を尊重する人権意識(｢共に

学ぶ｣)を育てる必要があり、そのためには、子どもたち同士、教師と子どもの人間関係を充実させる

とともに、家庭や地域社会との連携についても研究を深めていくことが求められる。

また、道徳教育は 「子どもが未来を切り拓いていくための力」を獲得する営みである。子どもが、

自らに問いかけ、自己の課題をもって学習活動に取り組み（ 自ら学ぶ 、あらゆる場で「学び続け「 」）

る」ことで、自分の未来を切り拓いていく力が獲得されるであろうと考える。

以上のことを「研究のねらい」とし、次のような主題を設定した。

成長する喜びが実感できる道徳教育を目指して研究主題

－児童生徒自らが課題に取り組み自己肯定感がもてる「道徳の時間」を探る－

Ⅱ 研究の内容

１ 研究の仮説

上記の「主題設定の理由」から、次のような仮説を立てた。

「道徳の時間」に自己を見つめ、自らをかけがえのない存在としてとらえることで、自己肯定

感を高めていくことができ、未来を切り拓く力を身に付けていくことができるのではないか。

２ 研究の方法

本研究会議では、以下のように研究を進めることとした。

（１）文献や先行研究から研究主題にかかわる資料収集を行う。

未来に向けて自らが課題に取り組み、共に考える道徳教育の推進に視点を当てた今までの先行研究

や文献について調査し、本研究会議の考え方を整理する。

（２）研究の仮説より目標（ねらい）とする子どもの姿を設定し、その分析を行う。

以下の４つの姿について分析を行い、仮説を検証していく。

①自己を見つめている姿 ②自己をかけがえのない存在としてとらえている姿

③自己肯定感を高めている姿 ④未来を切り拓く力を身に付けている姿

（３）「道徳の時間」における自己評価の意義について考察する。

よりよく生きようとする子どもの心を育てるための手立ての一つとして、子どもが自分の心の成長

を確認できるような「道徳の時間」の評価について実践を通して考察を行う。

（４）自己評価を取り入れた「道徳の時間」について検証する。

子ども自身がよりよい生き方を求めるための道徳授業における自己評価の有用性について、授業実

践を通して検証を行う。

（５）子どもが自己肯定感を高めることができる「道徳の時間」の構成要素について分析する。

検証授業における実践から、子どもが自分で自分のよさを実現していくための実践力を育てる「道

徳の時間」の構成要素を分析する。

（６）子どもが自らを見つめ、心の成長を実感するための『心のノート』の活用方法を探る。

子ども自身の「心の成長の記録」としてのノートの活用方法について実践を通して探る。
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３ 検証授業実施計画

対象学年 小学校６年生（１）第１回検証授業の概要

実施日 年６月２６日（木） ５校時2003

主題名 大切な家族 ４－（５）家族愛

ねらい 家族を大切に思い、みんなで明るく楽しい家庭を作ろうとする心情を育てる。

主題設定の理由

○ねらいとする価値について

様々な人間関係において、信頼し合い、認め合うことは大切なことである。人間関係をはぐく

む上で家庭は基盤となっている。

児童は、毎日を家族と共に生活しているため、家族の厚意を当然のように受け止めたり、自分

の都合のいいようにふるまってしまったりすることもある。また、この時期の児童は、成長期の

様子から自分本位の言動や反発なども多くなっている。

そこで、家庭のありがたさや、大切さなどを感じ取り、家族の一人一人がお互いを理解し、大

切にしていく思いを深めることが必要であると考える。協力し合って楽しい家庭を作るために、

自分には何ができるのかを見つめさせ、家庭生活への意欲を高めさせるようにしたい。

○資料について 「ぼくの名前をよんで」

この資料には、主人公の太郎と、聴覚障害と言語障害がありながらも懸命に生きていこうとす

る両親と家族の様子が書かれている。学校で友達とけんかをしたときに、両親から名前を呼んで

もらえないことを言われて傷ついた太郎は、家に帰ってから切ない思いを両親にぶつける。

しかし、父から自分に対する思いを涙を流しながら熱く手話で語られ、名前は呼んでもらえな

いが、自分が両親から愛されていることに気付き、父の言葉が心に響いたという資料である。

太郎の父の姿を通して家族に対する気持ちについて考えさせるようにしたい。また、子どもた

ちの家庭環境については、十分に配慮しながら授業を進めるようにしたい。

展開

学習活動ならびに基本発問 評価（☆）と支援・留意点

１．資料「ぼくの名前をよんで」話し合う。 ・資料が長文なので、内容と場面をしっかりと理解

○けんかをしたときの太郎は、どんなことを思ったでしょう。 させるために事前に資料を渡し、読ませておく。

・友達に名前のことを言われたので頭にきた。 ・事前に感想を書かせておく。

・何でぼくだけ名前を呼ばれないんだ。

○友達に言われた一言で父親を責めた太郎についてどう思います ☆友達の発言を聞き、自分の考えをしっかりともつ

か。 ことができたか。

・父親を責めるのは当然 （弁護論） ・ワークシートを用意する。。

・太郎の気持ちはわかる。しかし、父親を 責めるのは、よく ・太郎の様子から、日常生活の中で誰もがもちそう

ない （弁護を含む批判論） な気ままな言動であることに気付かせるようにす。

・父親を責めるのはおかしい （批判論） る。。

・ディベート的なやり方を行い、違う立場の考えを

知ることによって考えを深めていきたい。

◎父親の涙を見て、太郎は何を考えたでしょう。 ☆家族を理解し、素直に感謝する太郎の気持ちに共

・ 名前を呼んで 」と無理を言って悪かった。 感しているか。「 。
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・わがままなことを言ってしまった。自分は両親から大切にさ ・ワークシートに書くことで、父親の太郎への愛情

れていたんだ。 と、家族に対する不安な気持ちが解けた太郎の気

・言い過ぎた。お父さんは、ぼくのことを思ってくれている。 持ちをとらえさせる。

２．自分の生活を振り返る。 ・家族の大切さについても、ふれるようにする。

○家族の一員として何かをしていますか。 ・自分自身のことを見つめることによって自分の立

３．学習のまとめをする。 場や役割に気付くことができるようにしたい。

○家族からの手紙を読みましょう。 ・事前に保護者に手紙を依頼しておく。

※分析結果については３回目授業の概要の後でふれる

対象学年 小学校６年生（２）第２回検証授業の概要

実施日 年９月１６日（火） ６校時2003

主題名 自分の心に誠実に １－（４）誠実・明朗

ねらい 自分の心に誠実に、明るい心で生活しようとする態度を育てる。

主題設定の理由

○ねらいとする価値について

社会生活は、お互いの信頼の中で営まれる。誠実に行動することは、生活をしていく上で大切で

ある。

しかし、人間は目先のことにとらわれてしまい、自分に都合のよいようにうそをつき、ごまかし

。 、 。 、てしまうこともある その結果として 自分の本心との間で葛藤が起こる 本当の自分のよさとは

自分の良心に誠実に行動するところから発揮されるものである。

過ちがあった時には素直に認め、目先のことにとらわれずに誠実に行動することの大切さを身に

付け、自己の向上へとつなげるようにしたい。

○資料について 「のりづけされた詩」

この資料には、学級文集にのせる詩をなかなか作れない主人公が、本意ではないものの、他人が

書いた詩を勝手に使おうとしてしまった気持ちの弱さと、本来もっている誠実でまじめな気持ちと

の葛藤が書かれている。 主人公が先生に正直に打ち明け、自分の気持ちに誠実な行動がとれたこ

とにより、自分のよさを見つけることができたことに気付かせたい。

展開

学習活動ならびに基本発問 評価（☆）と支援・留意点

１ 「友達のすばらしいところを見つけよう」のカードから、人の ・言葉の意味、内容については深く追求しない。．

心のもち方や行動を表す言葉を知る。

２．資料「のりづけされた詩」を読んで、和枝の考えたことについ ・主人公の心の変化に注目させながら資料を読み進

て話し合う。 めていくようにする。

○文集にのせる詩が思うようにつくれない和枝は、どんな気持ち ・和枝の行動や気持ちに共感させたい。

でいたでしょう。 ☆常に自分と重ね合わせて考えているか。

・いい詩を作らなくてはいけない。

・不安で落ち着かないな。

○他人の詩を使ってしまった和枝はどんなことを考えたでしょ ・他人の作品を勝手に使ってしまった主人公の揺れ

う。 動く心を押さえるようにする。

、 。・他人の詩を使ってしまってもみんなには 分からないだろう

・自分で書いたものではないからいやだな。
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◎和枝が先生に本当のことを打ち明けたのは、どんな気持ちから ・心の中にあるわだかまりを解消しようとする主人

でしょうか。 公の気持ちに気付かせたい。

・本当のことを言わないと、みんなにうそをついてしまう。 ☆ありのままの自分がもっているいいところや、よ

・他の人の詩を使うつもりはなかったけれど、自分の詩として くないところを見つめることができたか。

使ってしまったから。

・自分の気持ちがすっきりとしないのはいやだ。

○完成した文集を見る和枝は、どんなことを考えていたでしょう ・誠実な行動をとり、心がすっきりとした和枝の気

か。 持ちに共感させる。

・全部自分で書いた方がすっきりする。 ☆自分のもつよくないところに負けないことがどれ

・本当のことを言ってよかった。 ほど大切なことか、しっかりと自覚することがで

きたか。

３．生活を振り返り、誠実に行動できた経験を考え、発表する。

○うそをついたり、ごまかしたりしないで、誠実に行動をしたこ ・自分の考えをまとめさせるために、ワークシート

とがありますか。 を用意する。

・家で花びんをわってしまい、ごまかそうと思ったけど、うそ ・自分を振り返り、自分のもっているよい面に着目

をつくのはいけないと思ったから、正直に話してよかったと して、これからの意欲につなげるようにしたい。

思った。 ☆自分が好きになるためには、誠実という価値が大

・休み時間にスポーツをしていて、負けてしまいそうだったけ 切なことを自覚することができたか。

ど、点数をごまかさなかったこと。

４．学習のまとめをする。 ・ 心のノート』ｐｐ．２２－２３を教師が読み、『

○『心のノート』を読みます。 学習のまとめとする。

対象学年 小学校６年生（３）第３回検証授業の概要

実施日 年１１月２７日（木） ５校時2003

主題名 自分らしさを生かして １－（６）個性の伸長

ねらい 自分の個性や長所を知り､よりよく伸ばそうとする心情を育てる。

主題設定の理由

○ねらいとする価値について

この時期の児童は､自分の特徴に気付き始めている。周りの人から自分の長所や短所について言

われることもあるので､ある程度は自分のことについて知っていると思われる。

しかし､長所や短所については表面的なことに目を向けがちになっている傾向があるので、深く

自分の特徴として理解しているとは言いがたい。

また､他人のよさに目を向けることが多く､自分の欠点ばかり目についてしまうなど､自分の特徴

を正しくとらえることは難しい。

人にはそれぞれ特徴があり､その人らしさをもっている。自分の長所に気付き伸ばそうという気

持ちを育てることが大切である。また､そのことにより自分に自信をもつことができ､さらに､短所

に注意して直そうということにつながるであろう。

自分自身について正しく理解し､自分の長所を伸ばしていこうとする心情を育てたい。

○資料について 「自分への手紙」

６年生の一郎や道子が､それぞれ自分自身を見つめ､自分の長所や短所について考えたことを手紙

として自分自身にあてた形式をとっている資料である。
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一郎や道子が長所や短所を見つめる姿を児童が自分自身と重ね合わせながら､ねらいに迫るよう

にしたい。

展開

学習活動ならびに基本発問 評価（☆）と支援・留意点

１ 『心のノート』ｐ．３１「わたしらしさってなんだろう」を読 ・ 心のノート』ｐ．３１を読み､自分らしさや自． 『

む。 分の特徴について考えることで､資料への方向

づけとしたい。

・事前に行った学級活動についてもふれる。

☆ありのままの自分のもっている長所や短所を見

２．資料「自分への手紙」を読み､話し合う。 つめることができたか。

○一郎は自分のどんなところを長所、短所と考えていますか。 ・いろいろなところから、自分自身を見つめてい

・根気強くて､体力がある （長所） ることに気付くことができるようにする。。

・勇気がなくて､短気なところ （短所） ・長所があることを押さえたい。。

○道子は自分のどんなところを長所､短所だと考えていますか。 ・長所ばかりでなく、短所もいくつかあることを

・最後までやり遂げる （長所） 押さえたい。。

・親切すぎておせっかい （短所）。

◎一郎や道子は､自分のことを考えながら「自分への手紙」を書 ・一郎や道子に共感させながら、長所は伸ばし、

いているとき､どんなことを考えていたのでしょう。 短所は直そうとしているところに目を向けるこ

・短所が多いなあ。 とができるようにしたい。

・長所は伸ばしていきたい。 ☆自分と重ね合わせて考えることができたか。

・これからは短所は直していかないといけないな。 ☆短所を隠すのではなく、長所を伸ばそうとする

３．自分の生活を振り返る。 ことが大切であると自覚することができたか。

○自分のことを見つめて「のばしたいところカード」を書く。 ・ 心のノート』ｐ．３３を印刷したものを用意『

○５年生のときに書いたカードと比べて､感じたこと考えたこと する。

をワークシートに書く。 ☆自分の長所が分かり、それを伸ばそうとする意

欲をもつことができたか。

・ワークシートに記入する。書くために十分な時

４．学習のまとめをする。 間をとりたい。

・次回１２月の授業についてふれ、関心・意欲を

もたせるようにしてまとめとする。

４ 分析の結果と考察

（１） 第１回検証授業について

目標（ねらい）とする子どもの姿

、 、○自己を見つめている姿 この授業では 家族から見た自分の存在を考え

自らがかけがえのない一人の人間であることを自・今まで気がつかなかった自分の感じ方、考え方

覚することで自己肯定感を高めることをねらいとがわかるようになる

した。○かけがえのない存在としてとらえている姿

学習のまとめで使った、家族からの手紙につい・自分が周りから必要とされていることに気付く

ては、個人面談の機会を通して授業の内容についようになる
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て話し､｢お子さんのいいところや、大切にしてい○自己肯定感を高めている姿

るところなどについてお書きください｡｣と保護者・自分を信頼し、見守ってくれる人々のまなざし

に協力を依頼した。を感じ取ることができるようになる

授業当日までに、すべての子どもたちの家庭か○未来を切り拓く力を身に付けている姿

ら手紙が届けられ 授業で活用することができた｡・自分以外の人の感じ方、考え方、生き方などが 、

保護者からの手紙は､深い愛情に満ちた｢自分のわかるようになる

特徴の紹介文｣であり､大切に育てられてきた歴史研究における取組・対策

そのもの｣であった｡担任から手渡された手紙を子○自己を見つめている姿

どもたち一人一人が読む姿として､ 封をそっと開・ 家族からの手紙」を読むことで自分について「

く子が多かったこと､ 真剣な表情で読み味わう様考える

子がとても印象的であった。○かけがえのない存在としてとらえている姿

家族からの手紙を読んだ子どもたちの様子から・ 家族からの手紙」を読むことで、自己の存在「

自分は家族から支えられ愛されて生きてきたし、をとらえる

今も生きているということを実感し、自分は家族○自己肯定感を高めている姿

から大切にしてもらっているという自覚をもつこ・ 家族からの手紙」を読むことで､自分を見守っ「

とができたものと考える。てくれている人々の思いを感じ取る

また、子どもたちが手紙を読んだことで今まで○未来を切り拓く力を身に付けている姿

に気付かなかった自分のよさをとらえることがで・ 心のノート』を主体的に活用できる環境づくり『

きたことや、自分が家族から大切に育てられてき子どもの変容をとらえる場面

たことを改めて実感していたことは事後の活動な○自己を見つめている姿

どからとらえることができた。授業後に ｢家族新・振り返ったことを記録している場面

聞」づくりに自主的に取り組んだ子どもも多く、○かけがえのない存在としてとらえている姿

家族のよさや自分とのかかわりについて改めて・自分の考えを記録している場面

考えるきっかけとすることができていた。○自己肯定感を高めている姿

「家族新聞」については、５年生から継続して取・手紙を読んでいる場面

り組んでいる子も多く、折に触れて書いてきた。○未来を切り拓く力を身に付けている姿

子どもたちが以前に書いたものと､ 今回の授業後・ワークシートに記入している場面

に書いたものを比べてみての感想を日記に書いた仮説を検証する方法

ことなどから、自分の考えの変化に気付くことが○自己を見つめている姿

できた様子をとらえることができた。・ワークシートへの記録内容から

子どもの言葉(表現)の変化から成長(発達)をと○かけがえのない存在としてとらえている姿

らえることができないかという点については、授・家族からの手紙を読み味わう様子から

業後の様子を継続して観察していくことで明らか○自己肯定感を高めている姿

になるであろうと考える。・ 家族新聞」への取り組みへの様子から「

○未来を切り拓く力を身に付けている姿

・ 家族新聞」への記事の内容から「

（授業で使用したワークシートの記述から）

さん（女子） さん（男子）Ａ Ｎ

担任の ・ものごとを慎重に考える｡ ・友達が多く、にぎやかに過ごすことが好き。
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観察 ・自己評価が低い｡（もっと高く評価してもよいと ・人前で何かをやることなど、恥ずかしがらずに

思うが｡） 行うことができる｡

・友達とトラブルがあっても、自分からはなかな ・友達の悪口を言い、失敗してしまうことがある｡

か言い出せない時がある｡ ・根気がいることや、努力することが苦手な傾向

・特定の友人とかかわる｡（友達に流されてしまう がある｡

こともある｡） ・人の話は素直に聞く｡

事前の 耳が聞こえないのと、あんまりしゃべれない両親 ぼくが、この本を読んでおもったことは、太郎が

感想 からうまれたから、名前をよんでもらえないけれ 親になまえをよんでほしかった。それがいいと思

ど、手話ではなすときずながふかまると思った。 った。

発問３ 太郎は、なみだを見て、きこえないしゃべれない 父親をせめちゃったからわるいと思っている。だ

（中心 両親から生まれていいとは思っていないと思うけ から父親にあやまったほうがいいと思う。

発問） ど、生まれたこどもとしてがんばろうと思ったと

思う。

手紙を 今までに自分が家族のために何かしてきたことを お母さんの気持ちは、よくわかりました。これか

読んで 数字にしたら１００以上はないと思います。 らは、わすれものしません。がんばります。

の感想

（２） 第２回検証授業について

目標（ねらい）とする子どもの姿

書くことによって、自分の感じ方、考え方を○自己を見つめている姿

意識化、明確化することができる。そして、自・教師や友達の考えに出会うなかで 「自分はど、

分が書いたことを読み返し、自己を振り返るこうだろう」と自己を見つめるようになる

とによって、子ども自身が自分の価値観の高ま○かけがえのない存在としてとらえている姿

りを実感するためには 『心のノート』や、授・自分のよさを知り、大切にすることができるよ 、

業中のワークシートだけでなく、作文、日記等うになる

も活用することが有効である。○自己肯定感を高めている姿

２回目の授業は､｢友達のすばらしいところを・本来的に自分は、よい人間だと思うことができ

見つけよう｣というテーマで､事前に学級活動をるようになる

行った。学級活動の時間に作成した自分のよさ○未来を切り拓く力を身に付けている姿

が書かれたカードを導入で活用した。・自分の課題が理解できるようになる

子どもたちの反応から、ありのままの自分が研究における取組・対策

もっているいいところやよくないところを授業○自己を見つめている姿

を通して見つめ、自分のもつよくないところに・自己評価シートを活用して自己を見つめる

負けないことの大切さが自覚できた様子をとら○かけがえのない存在としてとらえている姿

えることができた。着目児童Ａさんは、ワーク・変わったこと、進歩したことを教師が子どもに

シートに「ピアノを練習していなかったけど、伝えることで、自己の存在の大切さをとらえる

うそをつかないで はっきりいった 」と記述○自己肯定感を高めている姿 。

していた。Ｎさんのワークシートには 「学校・友達からのメッセージカードを受け取り、読む 、

の時、勉強でわかんないとこを書かないでごまことで自分では気付かないよさに気付く

、 。○未来を切り拓く力を身に付けている姿 かそうとしたけど やめてまじめに書きました

今度からもまじめに勉強をちゃんとやっていき・友達との比較を通して、自分自身について考える
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たいです 」とねらいに関連した内容が書かれ・友達の考えに出合うことで自分の感じ方や考え方に 。

ていた。気付く

子どもの変容をとらえる場面

「道徳の時間」に子どもたちが自らの成長を○自己を見つめている姿

実感できるようになるためには、授業の中で学・自分のもつ課題に気付くようになる場面

習の課題や発問に対して自らの考えをもち、そ○かけがえのない存在としてとらえている姿

の考えを積極的に表現していくことが大切であ・自分のことを振り返り、記録している場面

る。自己評価項目を決めるにあたり、このこと○自己肯定感を高めている姿

について配慮した。・自己有用感がもてるようになる場面

○未来を切り拓く力を身に付けている姿 自己評価シートにおける評価項目

○登場人物（主人公）について・相手の話を聞く場面（相手を尊重して話を聞く）

◇主人公の心の変化を感じ取ることが

できましたか仮説を検証する方法

○ねらいに関する項目○自己を見つめている姿

◇誠実に行動することの大切さに気付き・ 自分のまじめさ （ 心のノート』ｐ．２５）「 」『

（授業により変化する）への記録内容から ましたか

○学習の構えや意欲について・ワークシートへの記録内容から

◇自分の考えをもって取り組むことが・自己評価シートの活用から

できましたか○かけがえのない存在としてとらえている姿

○道徳的実践への意欲について・授業中における発言の内容から

◇誠実に行動していこうと思いましたか○自己肯定感を高めている姿

※以上の４つの項目について、はい－◎・友達が書いたメッセージカードの内容から

だいたい－○、あまり－△、いいえ－×○未来を切り拓く力を身に付けている姿

の４段階で自己評価することにした。・発言の内容から

授業で使用したワークシート 今回の授業で使用した資料は、子どもたちの生活

の中でも起こりそうな出来事が中心であった。うそをついたり、ごまかしたりしないで誠実に行動したこと

そのため「主人公の心の変化を感じ取ることがで

きましたか」の問いに対して、ほとんどの子どもが

肯定的な回答（はい・だいたい）をしている。

ねらいとする道徳的価値についての項目「誠実に

行動することの大切さに気付きましたか」について

も、ほとんどの子どもたちが肯定的な回答を示して授業をふりかえって ◎○△

いる。しかし、着目児童のＡさんのみが「いいえ」◇主人公の心の変化を感じ取ることができましたか

と回答をした｡◇誠実に行動することの大切さに気付きましたか

１回目の検証授業における担任の観察にあるよう◇自分の考えをもって取り組むことができましたか

に、自己評価の低いことがその原因であると思われ◇誠実に行動していこうと思いましたか

る。Ａさんの回答は、残る２つの項目についても同◇友達の意見で心に残っているもの

様で、今回の自己評価が全て「いいえ」であったこ（ ）さんの意見

とは、今後の課題として検討が必要であった。
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表１

授業参加者２２名 はい だいたい あまり いいえ１－（４）誠実

資料◇主人公の心の変化を感じ取ることができましたか ２ １７ ２ １

ねらい◇誠実に行動することの大切さに気付きましたか ４ １４ ３ １

意欲◇自分の考えをもって取り組むことができましたか ４ １３ ３ ２

表２◇誠実に行動していこうと思いましたか ４ １４ ２ ２ 実践

（学級の平均） （着目児童の評価）着目児童の自己評価

子どもが自分の課題をはっきりと意識することができれば、そこから自分をどう変えていきたいか

を明確にすることができ、２１世紀に生きる子どもたちにとって必要な、自ら学び、自ら考え、主体

的に判断し、行動し、よりよく問題を解決するための力が身に付いていくはずである。

（３） 第３回検証授業について

目標（ねらい）とする子どもの姿

道徳の授業においては、授業中はもちろ○自己を見つめている姿

んのことであるが、授業の前と授業の後の・自分のよさや可能性を自覚することができるようになる

対応が大切である。本研究に関連する部分・自分のもつ課題に気付くようになる

では、授業前の対応として、子どもたち一○かけがえのない存在としてとらえている姿

。 、・自分のよさを知り、大切にすることができるようになる 人一人の実態を把握することである また

授業後の対応としては、授業で得た本人へ○自己肯定感を高めている姿

、 。・自分は自分であっていいと思えるようになる の評価 感想などを適宜伝えることである

過去２回の授業では、川崎市総合教育セ○未来を切り拓く力を身に付けている姿

ンターの総括主題のキーワードの一つであ・自分の将来に夢や希望がもてるようになる

る ｢共に学ぶ｣に関連する多様な交流が行わ・自分の課題を理解できるようになる

れるように学習の場を広げてきた。

大人である保護者や教師の目を通して見研究における取組・対策

た自分の姿、そして子ども（友達）から見○自己を見つめている姿

た自分の姿、いずれも他者とのかかわりの・自己評価シートを活用し、自己を見つめる

中で自己を見つめる取組を行ってきた。そ・自分とはちがう友達の考えに出会うことで自分の

の中で、自分のよさや可能性を自覚するこ感じ方や考え方に気付く

とで自己肯定感を高めようとしてきた。○かけがえのない存在としてとらえている姿

３回目の授業では、事前・事後の取組も・子どもたちが書く自分あての手紙に、教師の手紙を

含めて 「自分から見た自分のよさ」をと添えることで自分のもつよさを大切にしようとする 、

0

1

2

3

4
ねらい

意欲

意欲

実践
Ａさん

学級
0

1

2

3

4
ねらい

意欲

資料

実践
Ｎさん

学級



- 164 -

らえることで、自らをかけがえのない存在意欲付けを行う

としてとらえ、自己肯定感を高めていくこ○自己肯定感を高めている姿

とをねらいとした。周囲の人々との人間関・成長や努力の跡に気付くことができるように、担任

係を通しながら豊かにしてきた自分を見つからのメッセージを伝える

、○未来を切り拓く力を身に付けている姿 める目を使うことで自らのよさを再認識し

成長の振り返りを行うこととした。・互いに見つけたよさを知らせ合う活動を行う（事前）

○事前の学級活動で少人数でのグループディ事前 自分のよさをみつめよう 学級活動「 」（ ）

スカッションを行うことで、友達と自分の・少人数グループでの話し合いを行い、友達と自

考えを比べながら自己のよさを見つめるこ分の考えを比べながら自分のよさを見つめる

とができた。

○『心のノート』を活用し、５年生の時に記

録した内容と比較してみることで新たな自本時「自分らしさを生かして （道徳１）」

己発見をすることができた。

○複数時間での道徳授業を通して、自分のよ

さや、もっと伸ばしたいところが分かり、事後 美しい音に魅せられて 道徳２・３「 」（ ）

自分自身が向上するためには、何をどのよ・複数時間扱いで、自分自身の特徴を生かして、

うにしたらいいか、課題を見付けることが努力して取り組んでいる人から学ぶ

できた。

○自分から見た自分を 「自分への手紙」と、

して、ありのままの自分を見つめ直して事後「自分への手紙 （学級活動）」

書くことで、自らの成長を実感でき、成長・自分の長所や短所を考えて 「自分への手紙」を、

する力を信頼できるようになる。書く

子どもの変容をとらえる場面

○自己を見つめている姿 自己評価シートにおける評価項目

２回目の授業後に項目を検討し、・自分のことを振り返っている場面

自己評価項目について変更した。○かけがえのない存在としてとらえている姿

◎ねらいに関する項目・自分のことを記録する場面

◇自分のよさを見つけることができ○自己肯定感を高めている姿

（授業により変化する）・友達からよさを認められている場面 ましたか

○未来を切り拓く力を身に付けている姿 ◎学習の構えや意欲について

◇自分の考えをもつことができまし・授業に主体的に取り組んでいる場面

たか仮説を検証する方法

◇思っていることを表現できましたか○自己を見つめている姿

◎学び合いでの考えの深まり・自己評価シートの活用から

◇友達の考えをよく聞けましたか・ 心のノート』へ自分のよさを記録した内容から『

◎自分を見つめる目の深まり・ 自分への手紙」を書くことから「

◇新たに感じたことや考えたことが○かけがえのない存在としてとらえている姿
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ありますか・ 心のノート』への記録内容から『

※授業後に項目の検討をした結果、◎○自己肯定感を高めている姿

の項目を自己評価項目とし、３学期・ 自分向上プロジェクト （ 心のノート』ｐ．３３）「 」『

に授業の中で自己評価に活用するこへの記録内容から

とで実践記録をまとめることとした。○未来を切り拓く力を身に付けている姿

・今までに記録したものを見直し、過去と現在を比較する

表３・表４

授業参加者２０名 はい だいたい あまり いいえ１－（６）個性の伸長

ねらい◇自分のよさを見つけることができましたか ７ ３ ２８

意欲◇自分の考えをもつことができましたか ５ １２ １２

表現◇思っていることを表現することができましたか ２ ６ ７ ５

深まり◇友達の考えをよく聞けましたか ８ ９ ０３

（着目児童の評価） （学級の平均）着目児童の自己評価

、 、評価項目が同一でないものもあるが ２回の検証授業における自己評価の様子を比較してみると

着目児童の２人が共に、自分を肯定的にとらえるようになってきている結果を見ることができる。

３回目の授業では、事前の学級活動から始まり、複数時間扱いの授業、事後の学級活動と、自分の

よさをとらえることをテーマにして取り組んだことの成果であろう。

さんは、１・２学期共に通信票の自己評価欄への○印がなかった。担任は日頃から言葉かけをA

中心に さんが自分に自信がもてるよう配慮してきた。自己評価を含めた「道徳の時間」を通してA

の取組は３学期も継続して行ってきた。話し合いの場面や自己評価の結果などから、少しずつでは

あるが、自分自身を肯定的に見ることができるようになりつつある さんの姿が見えてきた。A

｢どんな勉強が好きなのか教えてくれる｣という問いに対して､｢学校の勉強の中で､体育の次に道徳

が好き」という回答をした さんの授業への参加意欲の高まりには驚かされた。過去の何度かの同N

じ質問に対する回答の上位に「道徳の時間｣が入っていることはなかったが､１年間の授業を通して

意識に変化が見られた。同じねらいで１２月に行った授業では、全ての発問に対して積極的に挙手

して自分の意見を述べていた。自己評価についても肯定的な回答を示していて､｢道徳の時間」以外

でも学習への参加意欲の高まりをとらえることができた。

ここでは小学校の事例について報告しているが、この実践をもとに中学校においても自己評価を

取り入れて授業実践を行ってきた。

この後に示した「研究の概要 （表－５）は、この研究を支えるための４つの姿を研究となすた」

めに必要な項目をマトリクス状に作成し、研究のチェックポイントとして活かしたものである。

0

1

2

3

4
ねらい

意欲

表現

深まり

Ａさん

学級

以前

0

1

2

3

4
ねらい

意欲

表現

深まり

Nさん

学級

以前
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研究の概要 表５

自己を見つめている姿 かけがえのない存在としてとらえている姿 自己肯定感を高めている姿 未来を切り拓く力を身に付けている姿

・今まで気がつかなかった自分の感じ方、 ・自分がまわりから必要とされていることに気 ・自分は自分であっていいと思えるようになる ・自分の将来に夢や希望がもてるようになる目

考え方がわかるようになる 付くようになる ・自分を信頼し、見守ってくれる人々のまなざしを ・自分の課題が理解することができるようになる標

・自分のよさや可能性を自覚することがで ・集団への所属感が高まるようになる 感じ取ることができるようになる ・自己変革への意欲がもてるようになると

きるようになる ・自分のよさを知り 、大切にすることができる ・自己成長感がもてるようになる ・次への活動意欲がわくようになるす

・学ぶ内容を自分とのかかわりでとらえる ようになる ・自己効力感がもてるようになる ・自分の成長した部分がわかるようになるる

ことができるようになる ・自己有用感がもてるようになる ・自分らしさを伸ばしたいと感じるようになる子

・自分のもつ課題に気付くようになる ・自己存在感がもてるようになる ・自分をもっとよくしたいと願うようになるど

・新たな価値に気付くようになる ・自分を大切にしたいと思うようになる ・自分以外の人の感じ方、考え方、生き方などがも

・自らの考えがもてるようになる ・自分の考えを積極的に表現することができるよう わかるようになるの

・教師や友達の考えに出合うなかで「自分 になる ・人間が生きていく うえで大切なこ とがわかるよ う姿

はどうだろう」と自己を見つめるようになる になる

・ 「道徳の時間」に自己評価シートを活用 ・４－（ ５ ） 「大切な家族」授業での家族からの ・１－（ ４ ） 「自分の心に誠実に」授業での友達から ・ 『心の ノー ト 』 を主体的に活用できる環境づく り研

し、自己を見つめる 手紙（家族の一員として大切に育てられてき のメッセージカード （事前の学級活動における取 （常にノートを子どもたちの手元に置く）究

・家族からの手紙（自分のよさについて家 たことが書かれている）を読むことで自己の存 組）を受け取り、読むことで自分では気付かないよ ・ 『心のノート 』の活用についてのオリエンテーショに

族が書いたもの）を読むことで自分につい 在をとらえる さに気付くことで自己肯定感を高める ンの実施お

て考える ・ １－ （ ６ ） 「 自分らしさを発揮して 」の授業で ・日々の成長や努力の跡に気付くことができるよう ・ 少人数グループでの活発な話し合い活動を行け

・事前に子どもの実態を把握しておくこと 書く自分あての手紙に、教師が子どもたち一 に担任からの メッセージを伝えることで自己肯定 い、友達の考えに触れることで、自分の考えを見る

で、より効果的な指導を行う 人一人よさやアドバイスを書いた手紙を添え 感を高める 直していく取

・少人数グループでの話し合い活動を行 ることで自分のもつよさを大切にしよう とする ・ よ り よ くなろ う とする姿を支援することで、子ども ・掲示板を活用するなど、互いに見つけたよさを知組

い、自分とは違う友達の考えに出合うこと 意識づけを行う がさらにいいと ころを伸ばそ う とする （教師による らせあう活動を行うことで自分の存在の大切さだけ・

で自分の感じ方や考え方に気付く ・変わったこと、進歩したことを教師が子ども 励ましを繰り返す） でなく 、周 りの人々の存在の大切さについても考対

に積極的に伝えることで自己の存在の大切さ ・少人数グループでの話し合い活動後に内容を全 える策

をとらえる 体の場で発表することで自分の考えに自信をもつ

・自分のことを振り返っている姿（場面） ・自分のことを振り返っている姿（場面） ・自己の生活や体験を振り返り 、自らの心に留め ・ 『心のノート 』の興味をもった頁を開いて、進んで変

・ ワー クシー トや 『心のノー ト 』に振り返っ ・自分のことを記録する姿（場面） ておきたいことを記録している姿（場面） 活用している姿（自分の成長にノートを生かしてい容

たことを記録している姿（場面） ・周りの子どもたちの姿からとらえる（発言、書 ・周囲の人にほめられたり、認められたりしている る場面）を

・ 他の人や友達との比較を通して 、自分 いたもの、行動などから） 姿（場面） ・授業に主体的に取り組もうとする姿（場面）と

自身について考えている姿（場面） ・ 『心のノート』の興味をもった頁を開いて、進んで ・相手を尊重してきちんと話を聞く姿（場面）ら

活用している姿（場面）え

る

姿

・ 『心のノー ト 』 （ ｐ ２ ５ 「自分のまじめさ 」 ） ・家族からの手紙（家族の自分に対する思い ・友達からのメッセージカードをもらう（学級活動の ・今までに記録したものを見直し、過去と現在を比仮

の記録内容から －家族にとって自分が大切な存在であること 時間に作成したもので、自分のよさについて書か 較することからとらえる （道徳授業でのワークシー説

・ワークシートへの記録内容から が書かれた もの ） を読み味わった後の様子 れたもの） トや、『心のノート』などにおける学期単位での振りを

・自己評価シートの活用から（資料中の登 （反応）から ・保護者の声や担任の声などの成長を支える周囲 返りから）検

場人物と自分を重ね合わせて考えるこ と ・授業中における発言の内容から の大人の評価からの評価を生かす ・発言の内容から成長をとらえる証

ができたか） ・質問紙調査の結果から ・授業内の少人数による話し合い活動の様子からす

・自分への手紙を書くことから ・ 『心のノート』 （ ｐ ５ 「これがいまのわたし」 ）の （全員発言による自己表現）る

・ 「道徳の時間」での話し合い活動から（教 記録内容から ・ 『心のノート 』 （ ｐ ３ ３ 「自分向上プロジェクト 」 ）へ方

師や友達の考えに出合う ・集団の中で自分の発言が容認され、受容さ の記録内容から法

・立場を明確にした話し合いから れる話し合いから

・『心のノート』を読む姿から ・ 「家族新聞」（ 『心のノート』ｐ ９１ ）への取り組

みの様子から

・子 ど もが言葉や文章で表現したもので ・子どもの周りの多くの人々の評価を有効に ・多くの人の目を重ねて評価すること ・一時的な変化ではなく、長期的にわたって観察課

見取りを行うと 、教師の主観によって、検 活用すること（評価をどう生かすか） ・内面的な道徳性を行動観察から評価することは し、過去の状況との比較や、恒常的な現れに着目題

証結果に差が出てしまうこと 容易ではないこと してとらえる必要があると

・自己評価を適切に行うための項目（評価 ・自己の課題に気付くこ とが難しい子どもへの対な

シート）の検討が必要であること 応る

・ 子 ど もが記入するための時間を確保す ・子どもにとってとらえにくい成長を、とらえやすくこ

ること する支援と

・真剣な表情で「家族からの手紙」を読み ・ 「家族からの手紙」を読んだことで、自分が ・家族から自分への愛情にあふれた 「家族からの ・以前に書いた「家族新聞」と現在のものを比べる検

味わうことができた 今まで大切に育てられてきたことを知ることが 手紙」を読んだことで、自分を見守ってくれている ことで、家族についての親しみや感謝の気持ちの証

・ 「家族からの手紙」を読んだことで、今ま できた 人々の思いを知ることができた 深まりなど、自分の考えの変化に気付くことができ結

で気付かなかった自分のよさをとらえるこ ・授業の後、自主的に「家族新聞」づくりに取 た果

とができた り組むことで、家族と自分とのかかわりについ

て考えることができた

・ 「道徳の時間 」で学習内容がどのように ・事前、事後の活動と授業の導入、終末を効 ・ 「道徳の時間」の中で子どもが自己表現、自己発 ・多様な場面から総合的に理解するように努める今

内面化されたか、価値の主体的自覚がで 果的につなぐこと 揮できる機会を充実する ・ 『心のノート 』に質的な深まりをもたせるための意後

きたかなど 、道徳的心情、判断力、実践 ・保護者が 「道徳の時間 」に参加する機会を ・子ども一人一人が自分の感じ方、考え方をのび 図的、計画的な活用と、効果的な活用場面の検討の

意欲と態度、道徳的習慣について分析 設ける のびと表現できる学級環境づくり ・自分の努力の成果に気付く課

・ 『心のノート 』を日常的に活用することで ・評価の視点を位置付けた授業展開例の作 ・子どもの自己肯定感を促す声かけや問いかけ ・意外性や問題性を含み、子どもが自分の課題と題

自分を見つめる手だて 成 ・ 「道徳の時間 」の小さな変化を日常の指導につ してとらえることができるよ うな魅力的な資料の開

・授業の中で子どもたち一人一人が自分 なげる 発

と向き合う時間の確保 ・長期にわたって表れる子どもの変化や成長をと ・子どもがよ り よい生き方を求めるよ うになる評価

・評価の視点を位置付けた授業展開例の らえるための指導計画の改善 の工夫

作成 ・評価の視点を位置付けた授業展開例の作成 ・評価の視点を位置付けた授業展開例の作成

・子どもたちが自ら心の成長を確かめられ

るよ うに機能するものであるかという視点

からの全体計画、年間指導計画、学級に

おける指導計画の見直し

※表５は､実際はＡ３版にて研究の中で活用したものである。縮小により極めて小さな文字による表記である点をご了承願いたい。
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Ⅲ 研究のまとめ
１ 研究を通して見えてきたこと

（１）成長する喜びについて

「 、 。 。」みんなの意見を聞いて みんなのよさがわかった 自分で気づかない自分のよさにも気がついた

「友達からいろいろなことを聞いて、いろいろなことがわかった。自分のよさがわかった 、２人の。」

着目児童の言葉である。研究を始めた頃には､自分のよさをとらえることができず 『心のノート』に、

自分のいいところは 「ない」と書いていた子どもたちが､自分のよさや自分らしさを、友達とかかわ、

り合うことでとらえることができるようになってきた。

また、着目児童以外の子どもに目を向けてみると、今回の研究で効果が出ていることは明らかであ

る。それは、２人の着目児童以上に自己肯定感が高まり、身の回りのことを課題として、しっかりと

受け止めようとする姿が「道徳の時間」に多く確認されている。

豊かな人間性の育成は１年間の取組でその効果が確認できるようなものではない。しかし、子ども

たちが変わりつつあることは事実である。一人一人のよさを大切にし、お互いの個性を尊重し合いな

がら「共に学ぶ」ことを継続してきた結果であることが検証授業や、その後の取組を通して見えてき

た。

「共に学ぶ」ことに含まれる子ども同士のみの人間関係だけではなく、保護者や教師など、子ども

の周りで成長にかかわる大人と共に子どもが学ぶための学びの場を広げることができたことも有効な

手立てであった。

（２ 「道徳の時間」について）

、 、自分も他人もよりよく生きるために解決すべき課題に子ども自身が取り組み 自分を大切にしたい

自分の人生を大切に生きていきたいという願いがもてる、そんな「道徳の時間」を展開するための手

立ての一つとしての自己評価の意義や活用方法が見えてきた。また、資料中の登場人物だけでなく、

教師や友達の多様な考えにふれ、子どもたち一人一人が自己を見つめ、自分について直接考える貴重

な時間であると実感した。

（３）自己肯定感について

「道徳の時間」における､子どもが自己肯定感を高めていくことができると思われる構成要素(各研

究のチェック項目）は表５の研究の概要の自己肯定感を高めている姿の欄に示した。

「自分は価値ある存在だ 「自分は自分であっていい 「自分を大切にしたい」という自己肯定感を」 」

高めるためには、周囲との人間関係を無視することはできない。家族から、友達から、そして教師か

ら認められ、思いがけないよさを指摘され、励まされてきたことで子どもたちの自己肯定感は確実に

高まってきている。

（４）自己評価について

自分自身の成長は具体的には見えにくい。そこで、成長や変化が見える資料を活用し、実感を伴っ

た振り返りに努めてきた。成長を振り返る活動は子どもの自己肯定感を高め、自己評価能力の育成に

資する貴重な機会であることがとらえられた。

また、内面的な道徳性を行動観察から評価することは容易ではないが、多くの人の目を重ねて、多

様な場面から総合的に理解するように努めることの大切さについても研究を通してとらえることがで

きた。子どもたちがしっかりと自分と向き合い「自ら学ぶ」ことで、自己の成長を実感し、課題を発

見することで、さらによりよく生きようとする意欲を高めている姿についても見ることができた。
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（５ 『心のノート』について）

２年間を通して同じ担任が計画的にノートを活用したことで、子ども自身の「心の成長の記録」と

して、学びの過程でノートをもとに自分を振り返り、成長を確認することができた。

２ 今後の課題

人間としての自覚を深めれば深めるほど、共によりよく生きることへの課題が自覚される。未来へ

向けて子どもたちがこれからも「学び続ける」中で自己の成長を実感するための手立て(｢心の成長の

記録 ）としての『心のノート』の活用方法を工夫していく必要がある。」

そして、子どもたちが自ら進んで、日常的にノートを活用することで自分を見つめるための手立て

についても、研究を深めていく必要がある。

また、子どもの人間的な成長を見守り、よりよく生きようとしている姿に対して、それを勇気付け

るための道徳性の評価についても今後、研究を進めていく必要があると思われる。

最後に、研究を進めるにあたり適切なご助言をいただきました先生方、研究にご支援、ご助言を下

さいました学校教職員の皆様に、心より感謝し厚く御礼申し上げます。

【参考文献】

小川信夫『溶ける家族と子どもたち』 玉川大学出版部 年1998

文部省『小学校学習指導要領解説－道徳編－』 年1999

文部省『中学校学習指導要領解説－道徳編－』 年1999

梶田叡一『教育評価』 有斐閣 年1999

指定都市教育研究所連盟『子どもがとらえた教育環境』 東洋館出版社 年2000

諸富祥彦『自分を好きになる子を育てる先生』 図書文化社 年2000

小寺正一・藤永芳純『新版 道徳教育を学ぶ人のために』 世界思想社 年2001

苅谷剛彦『階層化日本と教育危機』 有信堂高文社 年2001

東 洋『子どもの能力と教育評価』 東京大学出版会 年2001

日野林 寛『やはり教師に期待する』 碧天舎 年2002

文部科学省『幼稚園における道徳性の芽生えを培うための事例集』 ひかりのくに 年2002

指定都市教育研究所連盟『教育改革の中の子どもたち』 東洋館出版社 年2003

【指導助言者】

玉川大学継続学習センター客員講師 小川 信夫

京都教育大学副学長 小寺 正一

元川崎市立小学校道徳教育研究会長（元川崎市立田島小学校長） 日野林 寛

川崎市立小学校道徳教育研究会長（川崎市立菅生小学校長） 田中 憲生

川崎市立中学校教育研究会道徳教育部会長（川崎市立川中島中学校長） 阿部 悟

川崎市教育委員会学校教育部指導主事 大井 澄子

川崎市総合教育センター研修指導主事 行川 博幸


